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【
当
初
予
算
市
長
説
明
要
旨
】

　

～
新
年
度
予
算
の
主
な
施
策
～

■
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

南
海
地
震
対
策
で
は
、
「
南
海
地

震
対
策
再
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」、「
女
性
の
視
点
に
よ
る
南
海
地

震
対
策
検
討
委
員
会
」
か
ら
の
提
言

な
ど
を
反
映
さ
せ
た
地
域
防
災
計
画

の
修
正
を
７
月
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
。

　

津
波
避
難
対
策
と
し
て
、
浸
水
想

定
区
域
全
31
地
区
の
津
波
避
難
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
地
区
内
の
全
世
帯
に

　

本
市
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
の
収
支
不
足
解
消
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、

当
初
の
計
画
以
上
の
財
政
再
建
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
26
年
度
か
ら
30
年
度

ま
で
の
将
来
推
計
で
は
、
５
カ
年
で
約
60
億
円
の
収
支
調
整
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
も
投
資
事
業
の
平
準
化
な
ど
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
す
。

　

26
年
度
当
初
予
算
は
、
安
定
的
な
財
政
運
営
を
基
本
と
し
て
、
行
財
政
改

革
に
継
続
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
第
２
次
実
施
計
画
に
登
載
さ
れ
た
施

策
・
実
施
事
業
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
活
気

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
重
点
を
置

い
た
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

配
布
す
る
。
ま
た
、
津
波
避
難
タ
ワ

ー
８
カ
所
、
津
波
避
難
セ
ン
タ
ー
２

カ
所
の
整
備
に
取
り
組
む
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
に
つ
い

て
は
全
体
計
画
を
策
定
し
、
住
民
相

互
の
助
け
合
い
な
ど
を
支
援
す
る
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
耐
震
化
を

最
優
先
で
進
め
、
27
年
度
末
ま
で
に

校
舎
の
耐
震
化
完
了
を
目
指
す
。
ま

た
、
保
育
園
舎
に
つ
い
て
は
公
立
保

育
園
の
改
築
工
事
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
民
営
保
育
所
に
対
し
助
成
等

を
行
い
、
30
年
度
末
ま
で
の
耐
震
化

完
了
を
目
指
す
。

　

消
防
署
所
の
再
編
整
備
に
つ
い
て

は
、
（
仮
称
）
南
部
分
署
は
27
年
４

月
開
署
を
目
指
し
、
26
年
度
に
は
建

築
本
体
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

（
仮
称
）
北
消
防
署
に
つ
い
て
も
建

築
基
本
構
想
を
策
定
す
る
。
ま
た
、

津
波
浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ
る
２
カ

所
の
消
防
分
団
屯
所
を
高
台
へ
移
転

整
備
す
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
で
は
、
中

核
市
初
と
な
る
同
時
入
所
第
２
子
の

保
育
料
無
償
化
を
実
施
す
る
。
さ
ら

に
、
３
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
児
童

の
通
院
費
用
に
つ
い
て
、
経
済
的
負

担
感
の
強
い
世
帯
に
対
す
る
助
成
の

拡
充
を
行
う
。

■
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

産
業
団
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
県

市
共
同
で
（
仮
称
）
高
知
一
宮
団
地

の
整
備
に
取
り
組
み
、
28
年
度
の
分

譲
開
始
を
目
指
す
。
さ
ら
に
新
た
な

産
業
団
地
整
備
を
念
頭
に
候
補
地
を

選
定
し
た
上
で
、
基
本
設
計
や
地
形

・
用
地
測
量
を
進
め
て
い
く
。

　

移
住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て
は
「

移
住
・
定
住
促
進
室
」
を
新
設
し
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
居
住
環
境
の

整
備
に
向
け
、
子
育
て
世
帯
向
け
の

住
宅
整
備
を
推
進
す
る
。

　

観
光
行
政
に
つ
い
て
は
、
高
知
市

観
光
振
興
計
画
に
よ
る
取
り
組
み
を

県
、
観
光
関
連
事
業
者
等
と
と
も
に

推
進
す
る
。
四
国
霊
場
開
創
１
２
０

０
年
記
念
に
当
た
る
今
年
は
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
の
五
台
山

周
辺
の
渋
滞
緩
和
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
周
遊
観
光
バ
ス
を
活
用
し
た

五
台
山
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

老
朽
化
が
著
し
く
、
災
害
時
の
対

応
等
か
ら
建
て
替
え
を
急
い
で
い
る

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

26
年
度
末
の
完
成
を
目
指
す
。

②

６
日　

開
会

　

行
財
政
改
革
調
査
・
南
海
地
震
対

策
調
査
・
都
市
再
生
調
査
特
別
委

員
会
中
間
報
告

　

市
長
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明

11
日   

代
表
質
問

　
　

深
瀬　

裕
彦
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

福
島　
　

明
（
新
こ
う
ち
未
来
）

12
日

　
　

和
田　

勝
美
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

　
　

下
本　

文
雄
（
日
本
共
産
党
）

13
日

　
　

髙
木　
　

妙
（
公　

明　

党
）

　
　
　

個
人
質
問

　
　

門
田
権
四
郎
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

戸
田　

二
郎
（
新
こ
う
ち
未
来
）

14
日

　
　

西
森　

美
和
（
公　

明　

党
）

　
　

清
水
お
さ
む
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

　
　

平
田　

文
彦
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

　
　

は
た　
　

愛
（
日
本
共
産
党
）

　
　

細
木　
　

良
（
日
本
共
産
党
）

17
日

　
　

川
村　

貞
夫
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

岡
﨑　
　

豊
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

浜
口　

卓
也
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

土
居
ひ
さ
し
（
新
こ
う
ち
未
来
）

18
日

　
　

田
鍋　
　

剛
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

寺
内　

憲
資
（
公　

明　

党
）

　
　

上
田
貢
太
郎
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

下
元　

博
司
（
日
本
共
産
党
）

19
・
20
・
24
日　

常
任
委
員
会

26
日   

常
任
委
員
長
報
告

　

修
正
案
提
出　

討
論　

採
決

　

人
事
議
案
提
案
理
由
説
明　

採
決

　

閉
会

平
成
26
年
度
当
初
予
算
を
可
決

～
希
望
と
絆
を
未
来
に
つ
な
ぐ
高
知
市
を
目
指
し
て
～

歳  入
1,483億円

諸収入（1.3％）

分担金及び
負担金（1.5％）

地方譲与税など
（3.6％）

使用料及び手数料など
（4.4％）

市税
（29.9％）

県支出金
（6.3％）

地方交付税
（20.5％）

国庫支出金
（21.2％）

市債
（11.3％）

歳  出
1,483億円

維持補修費、
出資金及び貸付金、
積立金及び繰出金、
予備費 （9.3％） 扶助費

（33.1％）

人件費
（13.6％）

公債費
（18.2％）

物件費
（8.2％）

補助費等
（6.6％）

普通建設事業費な
ど（投資的経費）
（11.0％）

義務的経費

自主財源

平成26年度　一般会計予算構成

審
議
日
程
（
3
月
定
例
会
）


